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意味処理に基づいた機械翻訳システム
MachineTranslation BasedonSemantics

機械翻訳は実現困難なテーマと考えられた時期もあったが,言語学の進歩と

計算機の性能向上により,人間の適切な援助を前提とすれば実用化が可能と考

えられるようになってきた｡日立製作所では,国際交流の活発化とともに急速

に高まるニーズにこたえて,日英機械翻訳システムを製品化し,英日機械翻訳

システムを研究開発中である｡日英機械翻訳システムでは,言語独立性の高い

意味表現｢概念依存図式+を中間表現として両言語の構文ギャップを吸収する

翻訳方式を開発した｡英日機械翻訳システムでは,英語と日本語のそれぞれの

特質を考慮して設定した｢疑似的句構造+と｢格的句構造+の間で構文変換を

行う翻訳方式を開発した｡日英,英日両機械翻訳システムとも,意味情報を利

用して構文的あいまいさを解消する技術を開発し,翻訳精度の向上を図った｡

また,前編集,後編集,ユーザー辞書作成などの支援機能を充実させ,実用性

の高いシステムを実現した｡

山 緒 言

ある国の言語から他の国の言語への翻訳を,計算機に行わ

せることは実現不可能なテーマと考えられた時期もあった｡

現在でも言語理解のメカニズムはほとんど未解明であり,完

全自動翻訳が不可能であることに変わりはない｡しかし,計

算言語学の分野での着実な技術の蓄積と最近の知識処理技術

の進歩により,適切な対象分野で人間の援助を前提とすれば,

実用システムを作ることができると考えられるようになった1)｡

一方,経済や科学技術分野の国際化とともに機械翻訳シス

テムに対する期待が急速に高まってきた｡特に我が国では,

日本語が国際的に通用しないため,翻訳を必要とする文書が

非常に多〈,人手だけに頼れなくなりつつある｡翻訳コスト

や翻訳に要する時間の問題だけにとどまらず,科学技術情報

の輸入超過に対する諸外国の批判など,国家レベルの問題と

なってきている｡

日立製作所ではこのような状況をいち早くとらえ,機械翻

訳システムの開発に取り組んできた｡現在までに日英機械翻

訳システムHICATS/JE(HitachiComputer Aided Trans-

1ationSystem/JapanesetoEnglish)を製品化し,英日機械

翻訳システムを研究開発中である｡E】英機械翻訳システムは

マニュアル,特許抄録,論文などの科学技術文を主な対象と

し,英日機械翻訳システムは科学技術文のほか経済記事を対

象としている｡いずれもHITAC Mシリーズ計算機でオペレ

ーティングシステムVOS3(Virtuaトstorage
Operating

System3)の下で利用できる｡日立機械翻訳システムの開発に

当たっては,(1)意味処理の導入による翻訳精度の向上,(2)知

識工学的手法による拡張性の高いシステムの実現,(3)実用性
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を高める各種の支援機能の実現,に特に力を入れた｡

囚 機械翻訳の技術課題

機械翻訳システム実現上の主な技術課題と,それらに関して

日立機械翻訳システムで開発した技術の概要を以下に述べる｡

(1)翻訳方式

機械翻訳は,文の構造や意味を形式的に表現する中間表現

を介して行われる｡翻訳方式は中間表現の設定の仕方により,

トランスファ方式とピボット方式に大別される｡トランスフ

ァ方式は,図1(a)に示すように,入力言語の中間表現と出力

言語の中間表現を設定し,二つの中間表現の間に変換の過程

を置く｡一方,ピボット方式は,同図(b)に示すように,入力

言語と出力言語に共通の中間表現を設定するもので,変換過

程を含まない｡どの言語にも依存しない中間表現を作ること

は不可能との考えもあり,厳密な意味でのピボット方式の実

現は難しい｡しかし,入力言語と出力言語の両方に依存する

変換の部分を,できるだけ小さくするという考え方は重要で

ある｡

翻訳方式は,入力言語と出力言語の特質を考慮して決めな

ければならない｡質の良い翻訳を実現するには,特に,入力

言語の特質を考慮することが重要である｡入力文の持つ情報

に基づいて翻訳するからである｡日英機械翻訳システムでは,

意味重視の中間表現によるピボット方式を基本としながら,

両言語の発想の違いに関してトランスファ方式を採り入れた｡

一方,英日機械部訳システムでは,構文重視の中間表現によ

るトランスファ方式を採用した｡

*

日立製作所システム開発研究所
**

日立製作所ソフトウエア工場
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図12種類の翻訳方式 トランスファ方式は･二つの言語の中間表現の間に変換の過程を持つ｡ピボット方式は,二つの言語に共通の中間表

現を用いる｡

(2)構文･意味処理技術

入力文を中間表現に正し〈写像し,適切な訳文を生成する

には,構文,意味,更には文脈の処理が必要である2)｡構文に

ついては言語学的にもかなり解明されている｡しかし,意味や

文脈についてはまだ分かっていないことが多く,計算機で形

式的に扱うのが難しい｡日立機械翻訳システムでは構文処理

を基本としながら,構文情報だけでは解消できないあいまい

前編集支援

翻訳プログラム

利用者

さを,意味情報を利用して解消する技術を開発することによ

って翻訳精度の向上を図った｡
(3)翻訳ソフトウェアの実現方式

翻訳には膨大な知識が必要であり,知識の追加･変更が容

易にできる構造であることが実用システムの必要条件である｡

日立機械翻訳システムでは,図2に示すように,語い(菜)に

関する知識を蓄えた辞書だけでなく,文法的知識もデータと

文法作成支援
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後編集支援
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システム
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システム

運用管理者

図2 日立機械翻訳システムの構成 翻訳プログラムから文法,辞書を分離することにより,拡張性･保守性の高いシステムを実現Lている｡

また,各種の支援機能により実用性を向上している｡
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(例文1)

太郎がクレヨンで =三:>
絵を書いた｡

(例文2)

太郎は絵をクレヨ=三>
ンで書いた｡
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対象

絵
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図3 概念依存図式 語順や語句が異なる文でも,文とLての意味

が同じであれば同一の概念依存図式に写像される｡

して翻訳プログラムから分離し,拡張性･保守性の高いシス

テムを実現した｡すなわち,翻訳プログラムは,翻訳処理に

必要な木構造のパターンマッチングと変形操作の機能を持つ

プログラムであり,文法的知識は木構造の書換え規則として

表現する3)･4)｡翻訳精度の向上は,規則の追加･改良によって
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行うことができる｡

(4)前編集･後編集支援機能

現在の技術レベルでは完全自動翻訳は不可能である｡その

ため,利用目的に応じて入力文を翻訳しやすいように修正す

る｢前編集+と,訳文の不備を訂正する｢後編集+が必要で

ある｡El立機械翻訳システムでは,前編集･後編集を効率よ

く行うための支援機能を提供し,実用性の向上を図った｡

同 日英翻訳

3.1概念依存図式

日本語と英語は異なる言語族に属し,構文ギャップが大き

い｡しかし,語句の表す概念の意味的な依存関係には共通点

が多い｡この点に着目し,｢概念依存図式+と呼ぶ有向グラフ

で文の意味を表現することを試みた｡概念依存図式では,ノ

ードが事物や動作などの概念を表し,アークが動作主,対象,

手段,場所といった深層格関係(述語に対する名詞の意味的な

役割)を表す｡文に含まれるほかの情報,例えば時制などはノ

ードの属性として表現する｡

概念依存図式の例を図3に示す｡概念依存図式は,表層文中

の語順や言い回しが違っても,文としての意味が同じであれば

同じ図式に写像されるという特徴がある｡この特徴は日本語

の特質に合致している｡更に,日本語と英語のいずれにも偏

入力日本文
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図4 日英翻訳の処‡里概要 日本語と英語で発想が異なる表現をとる場合,概念依存図式を用いた変換により,英語らLい文の生成を可能にす

る｡なお,概念依存図式は言語独立性が高く,多くの文に関Lては,日本文解析で得られる概念依存図式がそのまま英文生成の出発点になる｡
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らない中立的表現であるので,日本文解析部と英文生成部が

共に相手言語に依存しか-形で実現できるという利点がある｡

3.2 翻訳処理の概要

日英翻訳は次のステップで実行する｡一つの例を図4に示す｡

(1)日本文の解析5)

(a)形態素解析

文の解析での最小単位である形態素(単語や接辞)を認識

する処理である｡日本文は単語と単語の間に空自がないの

で,単語の境界を認識するのに字種情報を利用したり,品

詞の接続可否をチェックしたりしながら,辞書を検索する

複雑な処理が必要である｡単語への分割が終わると,辞書

に記憶されている単語の文法的･意味的な性質を表す種々

のコードが利用できるようになる｡

(b)係り受け解析

日本語は語順の自由度が高いため,文節間の修飾関係に

注目した係り受け構造が,構文をとらえるのに適している｡

文節とは内容語(名詞,動詞,形容詞など)と,それに続く

機能語(助詞,助動詞など)をひとまとめにしたものである｡

係り受け構造は次の3条件を満たす｡

(i)文末以外の文節は必ず後方の一つの文節に係る｡

(ii)係り文節から受け文節に矢印をひいたとき,矢印が交

差することはない｡

(iii)一つの文節が,同じ意味的役割の文節を複数受けるこ

とはない｡

この3条件は,簡単ではあるが係り受けを決定する有力

な手段である｡3条件だけでは複数の係り受け構造が考え

られる場合も多いが,意味的な制約や統計に基づく発見的

規則により,正解の可能性の高いものを選ぶ｡

(c)深層格解析

深層格とは,述語に係る名詞が述語に対して持つ意味的

な役割をいう｡深層格は,述語の表す動作や状態を記述す

るのに不可欠の要素であるひっす(必須)格と,必ずしも必

要でない任意格に分けられる｡ひっす格は,助詞と深層格

との対応関係を規定した述語の格支配パターンを利用して

決定できる｡任意格の決定には,名詞の意味的な性質が手

掛かりになる｡

(2)概念依存図式の変換6)

日本文を解析して得られる概念依存図式を,全体の意味を

変えずに英語的発想の概念依存図式に変換する｡日本語の発

想と英語の発想が同じ文の場合は,この変換の前後で図式は

変化しない｡この点で,構文や語いの変換を行ういわゆるト

ランスファ方式とは異なる｡例えば,図4の例文が｢計算機

科学と言語学の発展が機械翻訳への道を開いた｡+であれば,

同図の右側の概念依存図式が日本文の解析から直接得られる

ので,変換の過程は不要になる｡

(3)英文の生成7)

(a)構文生成

概念依存図式の各ノードに訳語を割り当てながら,英文

の句構造を生成する｡句構造は単語から句,更に文という

ように,文の構成要素のまとまりを階層的に表現するもの

である｡句構造の生成で,文形や訳語の品詞は,英語の文

40

法的制約の下で文の簡粛さなどを考慮して決定する｡日本

語と英語の間の品詞転換や態変換を明示的な規則として記

述することな〈,適切な構造の英文が生成できるという特

徴がある｡

(b)形態素合成

句構造の終端ノードを一列に並べるとともに,ノードの

属性として表現されている数や時制に応じた語形変化を施

すことにより訳文を得る｡

巴 英日翻訳

4.1疑似的句構造と格的句構造

英語の解析は語順を重視する必要があるため,従来,解析

木として句構造が用いられてきた｡ところが,前置詞が幾つ

も使われた文の場合,句構造では木を生成する順に修飾関係

を決めないとめんどうな処理が必要なことがある｡例えば,

図5(a)で,なんらかの理由によってwithacomputerがstudies

を修飾することが分かっていても,Studies machine trans_

1ationの解析とinthislaboratoryの修飾先の認識ができるま

で,Studies～COmputerを動詞句にまとめることができか､｡

このような問題点を解決するため,修飾先のあいまいさが生

じやすい任意格は,リンク〔図5(b)の波線〕で修飾先に直接つ

なぐように拡張した表現方法を開発した｡この表現方法を疑

似的句構造QPS(QuasiPbrase Structure)8)と呼ぶ｡QPSで

は,動詞を中心とした主語,目的語などのひっす格を句構造

で表し,副詞,前置詞句などの任意格をリンクで表現する｡

QPSによれば,任意格の解析順序に関する制約がなくなる

だけでなく,任意格的要素がどういう関係で何を修飾してい

るかを表示することができる｡また,解析木の段数が少なく

なるという特徴がある｡

一方,日本語の中間表現としては,述語を中心とする格構

造を基本単位とし,格構造の要素に格構造を再帰的に埋め込

んだものを用いる｡格構造の要素には,その深層格的意味や

ニュアンスを表す属性を付与する｡この日本譜中間表現を格

的句構造CPS(CasePhraseStructure)9)と呼ぶ｡

4.2 翻訳処理の概要

英日翻訳は,次のステップで実行する10)｡一つの例を図6に

示す｡

(1)英文の解析

人力英文を受け取ると単語に分割し,辞書を検索する｡こ

の際,動詞,名詞,形容詞など語形変化のある単語はその形

態素を解析し,標準形を選択する｡例えば,Studiesは｢study

＋3人称単数現在+に帰着させる｡次に,品詞や属性の並びか

ら多品詞語の品詞を決める｡例えば,Studyは名詞と動詞の多

品詞語であるが,図5では,Heとの関係から動詞を選択する｡

構文解析は,句解析,述部構造の解析,修飾関係の解析の

順に行う｡句解析では,関係代名詞節などを含まない単純句

(名詞句,前置詞句など)を認識する｡述部構造の解析では,

動詞の文形を判定し,主語,目的語,補語といった構文的役

割子を認識する｡図6のIt-tOのような構文も同時に認識す

る｡例えば,It～tOの構文では,isの真主語がto不定詞である

こと,更にIt～for-tOの構文では,forの次の名詞句がto不
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注:略語説明 PRN(Pro〔Ou[),DET(Determjner)

図5 従来の句構造と疑似的句構造の違い 疑似的句構造は,従来の句構造に比べて解析木の段数が少なく,修飾関係が見やすいという特徴

がある｡
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図6 英日翻訳の処理概要 疑似的句構造は,述部を軸として格的句構造に変換される｡
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更に,助詞などの付加により日本文が生成される｡
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定詞の主語であることを認識する｡述部構造の認識は,tO不

定詞のほか動名詞や関係節のように述部が述部を含む再帰的

構造に対しても行う｡修飾関係の解析では,副詞,前置詞句

あるいは述部構造を持つ任意格的要素の修飾先を認識する｡

QPSでは,これらの関係はリンクで表現されるので,修飾す

る側と修飾される側の2項関係の解析が主体となる｡例えば,

図5の例文で,Withacomputerの修飾先は,｢施設十with＋

物(道具)+と｢行為動詞＋with＋物(道具)+のもっともらし

さを判定することにより決定する｡

(2)QPSからCPSへの変換

変換部は,英語と日本語の表現の遠いを吸収するステップ

であり,語順を含めた格構造の変形で実現される｡能動態を

受動態に変換するとか,無生物主語を道具格的に解釈し直す

などの処理もこのステップで行う｡

(3)日本文の生成

日本文は,CPS中の構文的役割子や属性に従って生成する｡

主語,目的語といった構文的役割子に従い助詞を付与すると

か,動詞,形容詞などの活用語尾を付与するなどの形態素処

理が中心となる｡語義やニュアンスによって異なる訳語の選

択もこのステップで行う｡

b 意味処理の例

日立機械翻訳システムでは,語の意味を考慮することによ

り,構文的あいまいさを解消したり,適切な訳語を選択する

機能を実現している｡そのうちの幾つかの例を以下に示す｡

(1)縮退表現の復元

図7の例文では,｢5cmである+が｢5cmの+に縮退している

ことを認識する必要がある｡これが認識できないと,｢半径が+

が｢描く+に係ると解析される｡｢5cmの+のように,名詞に｢の+

が付いた文節は,通常,連用修飾文節を受けないからである｡

このような縮退表現を復元するため,意味的な望ましさを判

断する規則を用意している｡｢半径+は`意志性,を持たか､ので,

｢描く+の主語すなわち動作主である可能性は低い｡一方,｢半

径+は`属性'を表すので,`属性値,を表す｢5cm+のような数量

表現と共起しやすい｡このことを利用し,同図(b)の訳を選択

する｡

(2)｢は+の深層格解析

文の主題を表す助詞｢は+を伴う文節は,構文的な係り先と

意味的な修飾先が一致しないことがある｡例えば,図8(a)の

例文で,｢本システム+は,構文的には｢広い+に係っているが,

意味的には｢応用範囲+の所有主である｡また,同図(b)の例

文で,｢文学作品+は,構文的には｢難しい+に係っているが,

意味的には｢翻訳+の対象である｡このような深層格関係の

抽出は,構文的処理だけでは不可能であり,語の意味的な性

質に基づく解析規則を用意している｡同図(a)では,｢応用範囲+

が`属性'を表す語で,｢広い+が`属性値,を表す語であること

から,｢本システム+が｢応用範囲+の所有主であると解析す

る｡一方,同図(b)では,｢翻訳+が`動作,を表す語で,｢広い+

が`難易性'を表す語であることから,｢文学作品+が｢翻訳+

の対象であると解析する｡

(3)英日翻訳での訳語選択

訳語選択は,(a)入力言語内での多義と考えるべき場合と,

(b)出力言語の語の使い方の問題と考えるべき場合がある｡い

ずれの場合も,ほかの語との共起関係が手掛かりとなる｡訳

語は図9に例示するように,意味的な共起制約を記述した意

味文法と語の意味分類を示す意味辞書により,適切なものを

選択することができる｡bringの多義は,主語や目的語の意味

コードによって解消できる｡例文①では,主語`boy,が｢人+,

[例文]半径が5cmの円を描〈｡

仁甲 ∫三⊃
ヲ作/
半径

一意志性 モ
C

くフ
A｢adius describes a

five-Cm Circle.

(a)意味的に望まL〈ない訳

動:/
)

＼竺

箕
対象

＋属性値

＋属性

くフ
A cjrcle with a rad山s

Of five cmis described.

(b)意味的に望ましい訳

半径

図7 縮退表現の復元 構文的には(a),(b)共に可能であるが,意味的な望まLさにより(b)を選択する｡
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広い

難Lい

動作主 対象

本システム

文学作品

＋属性値

対象

応用範囲

＋属性

C〉

(a)例1:本システムは応用範囲が広い｡

＋難易性

対象

翻訳

始点

C〉

[二重□

終点

¢ ¢

動作主

(b)例2:文学作品は翻訳が難しい｡

対象 始点 終点

広い

対象

応用範囲

所有主

本システム

難しい

対象

翻訳

文学作品

図8 語の意味的な性質に基づく深層格解析 構文的には関係のない｢本システム+と｢応用範囲+,あるいは｢文学作品+と｢翻訳+の間の

意味的な関係を,語の意味的な性質に基づいて抽出する｡

(1)語義が異なる場合(主語･動詞･目的語の関係)

①Theboybroughtabook. 少年は本を持ってきた｡

②A[ho]rWalkbro]ghtmehere.私は1時間歩いてここにきた｡

書辞味意

(2)訳語が異なる場合(主語･補語の関係)

③Thebuseswereall土地. パスは満員だった｡

④Thebasketwas地上Ofo｢a[geS.バスケットはオレンジで二匝だった｡
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0はSを通ってきた

(b)意味辞書と意味文法

図9 共起制約を利用Lた訳語選択 主語や目的語の意味コードを利用Lて,動詞や形容詞の訳語を選択する｡
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目的語`book'が｢物+であることから,｢持ってくる+という

語義を選択する｡例文②では,主語`walk,が｢行為+,目的語

`me'が｢人+であることから,｢歩いてきた+という語義を選

択する｡また,fullに対する訳語は,fullが修飾する名詞の意

味コードによって決定できる｡例文③では,`bus,が｢乗り物+

であるので｢満員+を選択し,例文④では,`basket,が｢容器+

であるので｢一杯+を選択する｡

田 翻訳支援機能

機械翻訳システムは,目的に応じて使い方を工夫すること

により,役に立つレベルになりつつある｡図tOは,日立日英

機械翻訳システムによる計算機マニュアルの翻訳例であり,

英文マニュアルの第一次原稿として利用できる｡図Ilは,日

立英日機械翻訳システムによる経済記事の翻訳例であり,必

要な記事を選別する目的に使うことができる｡いずれの場合

も,前編集･後編集,あるいはユーザー辞書作成に要するコ

ストが実用化のかぎであり,それらの支援機能が重要である｡

6.1前編集

文脈知識や常識を利用できない現在のシステムで正しく翻

訳できない例と,それらに対する前編集を表1に示す｡ここ

44

で,例2の括弧は日立日英機械翻訳システムがサポートして

いる前編集記号である｡括弧で句のまとまりを指定すること

により,｢複雑な+の係り先のあいまいさを除去することがで

きる｡括弧は並列句の範囲についてのあいまいさの除去にも

有効である｡

6.2 後編集

後編集は,翻訳結果を文書として仕上げるのに欠くことが

できない｡後編集は,対訳表示画面上でワードプロセッサ機

能を用いて行うが,翻訳に特有の機能が要求される｡日立機

械翻訳システムは,一つの入力文に対し複数の訳文を出力す

る別解表示機能や,多義語に対する訳語選択機能を提供して

いる11)｡図12は,訳語候補表示画面の例である｡訳語を番号で

選択すると,語尾変化処理を含めて自動的に訳語が置き換え

られる｡

6.3 辞書の作成と保守

辞書の内容が翻訳結果に与える影響は非常に大きい｡分野

やユーザーによっても用語が異なる｡よい翻訳結果を得るに

は,ユーザー側で辞書を最適化していく必要がある｡このた

め日立機械翻訳システムでは,基本語辞書,専門語辞書,ユ

ーザー辞書を任意の優先順序で組み合わせて利用できるよう

文書識別名(VOSOV )ページ(4) 段落(1) 文(1)

(1)6.2.4 データベース作成の準備

(2)必要なデータを蓄積L､データベース

を作成する前に､ファイルを初期設定

したり､物理ファイルや論理ファイル

を定義したりLなければならない｡

(3)(1)ディクショナリファイルとログ

ファイルの生成

(4)RDBFユティリティを用いて､ディク

ショナリファイルとログファイルを生

成する｡

(5)ディクショナリファイルはファイル､

フィールドなどの定義情報やインデク

スを格納するためのファイルであり､

ログファイルは､障害が発生したとき

の回復に必要な情報を格納するための

ファイルである｡

(1)6.2.4 Preparationfordatabasegeneration

(2)Beforeaccumulating【eCeSSarydataand

gene｢∈仙nga data base,川es must bein仙alized,

a[d physICa=llesand10g事Calfiles must be

deflned.

(3)(1)Generatio〔Ofdictionary川esand10g

files

(4)Dictionary filesand10gfilesaregeneratedby

USing RDBF utill叶

(5)Thedictionaryfilesare川estostoredef仙tion

山fo｢mation such as川es a[d fieldsandindexes,

and thelog files a｢e川es tostore mformation

thatis[eCeSSa｢Y fo｢｢eco〉e｢yat the timeof

an occu｢rence of a failure.

[E]

PF:1=ヘルプ 2=文校正 3=繰返し 4=文分割 5=文結合 9=上10=下11=終了12=処理選択

図10 日立日英機械翻訳システムによる計算機マニュアルの翻訳例 明解な日本文であれば,原文に忠

実で王里解容易な英文が得られる｡



意味処筆削=基づいた機械翻訳システム 247

文書識別名(SMPLl)ページ(.1) 段落(1) 文(1)

(1)Perso[ali[COmerOSeO.5%in

Decembe｢,Whileco[SUme｢SPe[ding

increasedl.2%.

(2)lndustria10]tPUtrOSeaStrOngO.6%

in Decembe｢,P｢OVidi【g fu｢lher evidence

that the economyaoce】e｢ated byYear-

end.

(3)Thebetter-than-eXPeCtedreportsshow

that theeconomy bega[19870[

St｢Ong footlng,

(4)ThePreside[tblamedtheFedfor

thelengthand seve｢lty Ofthe

｢eCeSS10∩.

(5)The Preside什s Cou[Cj】of

Economic Advisors｢e()Ommended

SOme teC仙calchangesin Fed p｢ocedu｢es

fo｢somewhat greate｢money s]PPly

g｢OWth.

(り 個人所得は､12月に0.5%上がった､

一方､消勇者支出は1.2%増加した｡

(2)鉱工業生産は､12月に0.6%上がった｡

これは､経済が年末まで加速したとい

ういっそうの証拠を供給することにな

る｡

(3)予想以上のレポートは､経済が強い足

どりで1987年始まったということを表

す｡

(4)大統領は連邦準備制度理事会を景気後

退の長さと激しさについて非難Lた｡

(5)大統領の経済諮問委員会は､幾分より

大きなマネー･サプライの成長のため

に連邦準備制度理事会の手順のい〈つ

かの技術的変更を勧告した｡

[+]

PF:1=ヘルプ 2=文校正 3=繰返し 4=文分割 5=文結合 9=上10=下11=終了12=処理選択

図Il日立英日機械部訳システムによる経済記事の翻訳例

表l前編集の例 文脈や非言語的知識を利用Lないと正しく訳せ

ない文もあるが,適切な前編集により訳せるようになる｡

No. 問題点 原 文 前 編 集 後

l 品 詞

データを読み込みファイ

ルに格納する｡

◆Dataisstoredina

｢ead山g川e.

データを読み込み白ファ
イルに格納する｡

◆Dataisreadand

StOredinafi】e.

2 係り受け

複雑なシステムのメカニ 複雑な出システムのメカ
ズム

◆mechanismofacom-

PllCatedsystem

ニズム甲◆compllCatedmechanism

Ofasystem

3 深層格

結果を出力する装置
結果回出力される装置

◆equipmentwhichou卜

PUtSthe｢esult

◆equipmenttowhich

the｢es]ltisoutput

実際の文書の翻訳には,専門語辞書の作成が重要である｡

にするとともに,次のような辞書作成･保守支援機能を提供

している12)｡

(1)辞書保守

画面誘導形の専用エディタにより,種々のコードを含む辞

書レコードの内容を容易に更新できる｡

(2)未知語検出

翻訳実行前に,辞書登録すべき語を一括抽出することがで

きる｡

(3)辞書データのソート出力

意味コードなど付与基準に揺れが生じやすいコードに対し,

それをキーにソートしたリストを出力することにより,付与

基準の統一を図ることができる｡

u 結 言

計算機の出現以来,長年の夢であった機械翻訳もようや〈

実用化の第一歩を踏み出した｡日立機械部訳システムでは,

意味処理により翻訳精度を向上するとともに,人間の援助を

効果的に取り入れるための種々の支援機能を開発した｡

日英翻訳では,語の表す概念の意味的な依存関係を表す｢概

念依存図式+を中間表現として,両言語の構文ギャップを吸
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文書識別名(CATAJOG)ページ(1) 段落(1) 文(32)

機械翻訳 の 原理 を 簡単 に
｢ ‾▼‾‾‾‾‾一1

L琴町j+｡

The p｢lnCIPle of a machine

t｢anslatto=is;desc｢ibed:briefly.
L_______¶__+

辞書1

1.1 describe

l.2illustrate

l.3 explain

辞書2 辞書3

選択者号[ ]

PF:9=上10=下11=終了 送信=多義選択

｢‾‾‾‾‾｢

注:: ;ブリンク表示
+_____+

図12 日立日英機械翻訳システムの訳語候補表示画面の例 訳語を番号で指定すれば,自動的に訳語が

置き換えられる｡

収する翻訳方式を開発した｡概念依存図式は,言語独立性の

高い意味表現であり,多言語翻訳への拡張性が高い方式であ

る｡英日翻訳では,英語と日本語のそれぞれの特質を考慮し

て設定した｢疑似的句構造+と｢格的句構造+の間で構文変

換を行う翻訳方式を開発した｡日英機械翻訳システム,英日

機械翻訳システムとも,構文的あいまいさの解消や訳語の選

択に意味情報を利用し,高品質の翻訳を可能にした｡

文脈知識や常識などを用いなければ翻訳できないものも多

く,これらに対しては長期的な基礎研究が必要である｡しか

し,現在のレベルでも,用途をうまく選び,人間が援助する

ことによって実用化が可能である｡今後,多様な言語現象に

対応して辞書や文法を増補･改良するとともに,支援機能の

いっそうの充実を図ることが必要である｡
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